Ⅰ.ユングの分析心理学

１.無意識論

　・個人的無意識

　・集合的無意識

　（普遍的）

　　民族、人類、生物

２．元型

・普遍的無意識の中に存在

・意識に働きかけて人間の行為に影響を及ぼす

①影

　　同性の人間像

　　個人が認容しがたい心的内容

　　※「ゲド戦記」ル＝グウィン作

②ペルソナ

　　仮面

　　社会適応のための元型

③アニマ・アニムス

　男性の中の女性的性質（アニマ）

　女性の中の男性的性質（アニムス）

　ペルソナと相補的に働く

　心の内面の適応と関連

３．タイプ理論

内向性：興味や関心が自己の内

　　　　面へと向きやすく、態

　　　　度決定も主観的

外向性：興味や関心が外界の事

　　　　象へと向きやすく、態

　　　　度決定は客観的

態度決定の機能タイプ

　感情、思考、感覚、直感

４．自己実現の過程

　・意識の中心は自我

　・心全体の中心は「自己」

自己実現＝個性化

          (individuation)

高い人格の成長への行動

個人に内在する可能性を実現し、その自我を高次の全体性へと志向せしめる努力の過程

※「タイタンの戦い」「桃太郎」

　「一寸法師」

※夢に出てくる老賢者、女神は「自己」の象徴

・夢分析

・箱庭療法

・コラージュ療法

